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巻
頭
言

白
井

　義
美

新
年
、
明
け
ま
し
て
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
昨
年
は
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
今
年

も
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

昨
年
は
、
三
月
十
一
日
に
起
き
た
東
日
本
大
震

災
に
よ
り
、
津
波
や
原
発
に
よ
る
放
射
能
問
題

等
、
き
っ
と
後
世
語
り
継
が
れ
る
災
難
が
起
き
ま

し
た
。

私
た
ち
社
員
一
同
は
、
被
災
し
た
方
達
に
何
が

で
き
る
の
か
を
考
え
た
結
果
、
で
き
る
範
囲
で
こ

つ
こ
つ
と
末
永
く
義
捐
金
を
集
め
て
、
被
災
し
た

方
達
に
役
立
て
て
も
ら
お
う
と
活
動
し
て
い
ま
す
。

第
一
回
目
は
日
本
赤
十
字
社
に
寄
付
、
第
二
回

目
は
取
引
先
で
あ
る
岩
手
県
久
慈
市
に
寄
付
、
第

三
回
目
は
私
の
知
人
で
、
宮
城
県
石
巻
市
で
水
産

加
工
会
社
を
経
営
し
て
い
る
方
、
岩
手
県
陸
前
高

田
市
で
農
業
を
営
ん
で
い
る
方
に
寄
付
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
決
し
て
忘
れ
て
は
い
け
な
い

こ
と
と
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
義
捐
金
を
集
め
て
い

こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

昨
年
は
、
弊
社
も
節
目
の
年
に
な
り
ま
し
た
。

六
月
に
お
取
引
先
、
関
係
者
を
お
招
き
し
て
社
内

大
会
を
行
い
、
創
業
三
十
三
年
目
で
初
め
て
社
是

と
経
営
理
念
を
つ
く
り
、
発
表
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

社
是
は
「
社
風
造
人
」
で
す
。
こ
の
言
葉
に
は

「
良
い
社
風
が
で
き
て
く
れ
ば
良
い
人
が
育
つ
」
と

い
う
意
味
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
社
会
モ
ラ
ル

が
低
下
し
て
い
る
昨
今
、
人
と
し
て
当
た
り
前
の

こ
と
が
当
た
り
前
に
で
き
な
く
て
は
、
良
い
仕
事

は
で
き
ま
せ
ん
。
経
営
の
背
骨
を
つ
く
り
、
一
本

筋
の
通
っ
た
会
社
に
生
ま
れ
変
わ
る
た
め
に
考
え

た
言
葉
で
す
。

経
営
理
念
は
「
全
従
業
員
の
精
神
的
・
物
質
的

幸
福
を
求
め
続
け
る
と
と
も
に
、
会
議
録
作
成
技

術
と
印
刷
技
術
を
核
と
し
た
情
報
産
業
の
担
い
手

と
し
て
、
様
々
な
分
野
で
社
会
に
貢
献
し
ま
す
」

と
決
め
ま
し
た
。
今
ま
で
、
そ
れ
な
り
に
な
ん
と

な
く
理
解
し
て
い
た
こ
と
で
す
が
、
こ
の
よ
う
に

明
確
な
文
章
で
周
知
す
る
こ
と
に
よ
り
、
社
員
の

努
力
の
方
向
が
極
め
て
明
確
に
な
っ
て
き
ま
す
。

会
社
の
持
つ
雰
囲
気
力
が
社
員
を
育
て
、
理
念

が
組
織
の
求
心
力
を
生
み
、
お
客
様
に
愛
さ
れ
る

会
社
に
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

おあしす

37第　　　号



大分県中津市
議会中継開始

議会中継インターネット配信　（ライブ・録画）　システム導入事例

お問い合せは情報システム部まで！！3

すぐに目的の映像を視聴できるように工
夫された画面レイアウト。

質問内容、議員名、会派名、会議名を組み合わせ、目的の映像を高速に検索します。
検索文字は赤色で表示されます。

一般質問や議案質疑は、議員の顔写真
と通告内用を一緒に視聴ができます。

◇ 中津市議会様導入のポイント ◇

・ 既存カメラシステムを有効利用し、毎月の
システムご使用料のみで運用していただい
ています。

・ 事務局様のご負担を少なくするため、映像
配信前後に必要な作業を極力排除していま
す。

・ パソコン操作の苦手な方でも、直感的に目
的の映像を視聴していただけるように、画
面構成を考えています。

・ 全 て の 設 備 と 回 線 に、万全のセキュリ
ティー対策を施しています。

議会が行われた日から、2～3日で一般公開。
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　これらのサービスを相互連携させ、各システムの総合窓口となるポータル画面から
住民／職員が各システムに格納されている情報を縦横無尽に検索できたり、知りたい
情報とそれに関連する情報へのリンクをまとめて表示させることができます。

※１必要な機能のみを必要なときに利用できるソフトウェアの形態 ※２業務上の問題点の解決や要求の実現を行なうための情報システム

FAQと会議録のリンク
・議決内容に関連する公開Q&Aを参照。
・対象Q&Aに関する質疑・答弁・議決結果を参照。

Q&Aと調査情報のリンク
・対象Q&Aの根拠となる調査資料などを参照。
・登録資料や新聞記事に関連する公開Q&Aを参照。

会議録 /議会映像公開サービス

ディスカスシリーズ

議会向けQ&A公開サービス

マッチウェブ

日々寄せられる問い合わせや FAQを有効活用することにより、住民問い合わせの一元管理および
業務コストの削減と住民サポートの品質向上を実現するトータルソリューション。
住民からの問い合わせに短時間、高品質で対応できるようになります。

Discuss シリーズDiscuss シリーズ

MatchWebMatchWeb

インターネットを通じて会議録の中から必要な情報
を高速検索。
導入実績No.1 システム「Discuss」が進化しました。
「DiscussNet Premium」は住民サービスの向上、効
率的な議会運営を実現する会議録検索システムの
APSサービスです。

ディスカスネットプレミアム（ASP)

本会議の模様をライブ中継と録画中継で配信。
議会映像と会議録が連動した議会映像配信の ASP
サービスです。
自治体に対する情報公開の流れが加速する現在、高
まるビジュアルな情報へのニーズに応えます。

ディスカスビジョン ネット（ASP)

会議録検索システム

議会映像配信システム
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議会運営のコスト削減と業務の効率化、住民サービス向上を同時に実現

■  ㈱ぎじろくセンターは、システム導入および運用コスト削減と職員の業務効率化、
さらには情報公開の促進、住民サービスの向上を一度に実現する『SaaS 型 議会ソ
リューション』を 2010 年 4 月よりご提供しています。

SaaS 型 議会ソリューション
※１ ※ 2

会議録内容と調査情報のリンク
・各種調査情報をもとにした質疑・答弁・議決結果を参照。
・本会議録および委員会記録から、根拠資料や請願書等を参照。

政務調査情報検索サービス

パワーファインダー（ASP）

ペーパーレス化を実現し、多彩な検索機能と強力な文書管理機能で庁内や議会事務局に蓄積された
知識・情報を多角的に管理し、情報の利活用の促進および業務効率化を支援するツール。
議会業務の効率化、省力化、情報伝達の迅速化を実現します。

PowerFinder /ASPPowerFinder /ASP

議会ポータル議会ポータル

各サービスと
議会ポータルのリンク
・新着情報通知
・該当情報表示
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2012年4月販売予定

住民向け議会情報公開の推進には、すでに多くの自

治体が労力を注いでいますが、コンテンツの量や質に

加え、住民の視点に立った“分かりやすい”ユーザビリ

ティーの採用や、気軽に利用できるコミュニケーショ

ンツールなどを“きめ細かく”配慮しながら提供するこ

とが、自治体に課せられた課題と言えます。

NTT-ATの情報公開用統合型コンテンツマネジメン

トシステム「GIKAI-web」は、シェアNo.1の議会ソ

リューション「Discussシリーズ」の議会映像配信＆

会議録検索機能、さらにSNS機能などをまとめてポー

タル化し、利用する住民の満足度向上と、管理側の手

間を最小限に抑えることを両立したサービスです。
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デジタルレコーダー
回転機構が存在しないため、高信頼の運用が可能となるだ
けでなく、メンテナンスの手間やコストを大幅に削減する
ことができます。
接点が露出しない構造であるコンパクトフラッシュを使用
することで、信頼性の高い音響システムの構築が可能。さ
らに、汎用性の高いＵＳＢメモリー、ＳＤカードに対応。
録音品質を選択できるため、長時間録音も可能となります。

赤外線会議システム
赤外線は壁を通り抜けることができ
ないため情報漏洩を低減し、安心し
てお使いいただけます。
コードレスのため露出配線不要のス
マートな設置が可能になり、レイア
ウト変更も自由自在です。
最大１５０台まで増設可能で、大小
様々な会議に対応できます。
優れた拡張性能により、導入後の増
設も容易です。ご予算に見合った規
模のシステムを導入し、必要に応じ
て増設していただけます。

議場設備のご案内
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会議録作成支援システム

議会の会議録作成業を快適にする、音声認識パッケージ

お問い合わせは情報システム部まで
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連載　このまち紹介 　36

花
と
水
と
パ
イ
ン
の
村

東ひ
が
し

村そ

ん

沖
縄
県

沖
縄
県

人口
総数　1,936人
男　　1,059人
女　　　877人
世帯　　899戸
平成23年11月末現在

村の花「つつじ」
村の鳥「ノグチゲラ」
村の木「ヒルギ」

沖縄本島

東村
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コ
ン
ビ
ニ
も
ス
ー
パ
ー
も
な
い
、

「
や
ん
ば
る
」
と
呼
ば
れ
る
大
自

然
が
色
濃
く
残
る
そ
の
村
に
、

静
か
で
素
朴
な
沖
縄
の
姿
が
あ
り

ま
し
た
。

売
や
村
内
外
の
方
に
贈
り
物
な
ど
と
し
て
、

た
い
へ
ん
喜
ば
れ
る
食
べ
物
の
一
つ
と
な
っ

て
い
ま
す
。

近
年
で
は
、
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
で
の
カ
ヌ
ー

や
や
ん
ば
る
の
森
で
の
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
を
行

う
「
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
」、
海
で
の
釣
り
を

楽
し
む
「
ブ
ル
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
」、
そ
し
て

農
業
体
験
を
通
し
て
学
び
、
人
と
交
流
す
る

「
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
な
ど
、
自
然
を

フ
ィ
ー
ル
ド
に
し
た
体
験
型
観
光
で
も
全
国

か
ら
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。

村
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
は
「
花
と
水
と

パ
イ
ン
の
村
」

「
花
」
は
三
月
に
満
開
に
な
る
つ
つ
じ
を

始
め
、
コ
ス
モ
ス
・
ブ
ー
ゲ
ン
ビ
リ
ア
・
ハ

イ
ビ
ス
カ
ス
・
野
ぼ
た
ん
な
ど
が
咲
き
誇
り

ま
す
。

「
水
」
は
本
島
最
大
の
福
地
ダ
ム
が
あ
り
、

那
覇
〜
離
島
に
ま
で
、
約
百
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

の
距
離
を
送
水
管
で
繋
ぎ
飲
料
水
を
供
給
し

て
い
ま
す
。

「
パ
イ
ン
」
は
東
村
の
代
名
詞
と
も
呼
べ

る
作
物
の
一
つ
で
、
村
の
大
き
な
産
業
の
一

つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
で
は
県
内
で
の
販

東
村
は
「
山や

ん
ば
る原

」
と
呼
ば
れ
る
沖
縄
本
島

北
部
、
東
海
岸
に
位
置
し
、
南
北
に
二
十
六

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
東
西
に
四
〜
八
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
で
総
面
積
が
八
一
・
七
九
平
方
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
の
縦
に
細
長
い
村
で
す
。

そ
の
総
面
積
の
約
七
十
三
％
は
森
林
で
、

そ
の
森
林
を
源
と
し
た
大
小
十
四
の
河
川
が

流
れ
て
い
ま
す
。

人
口
は
お
よ
そ
千
九
百
名
で
沖
縄
本
島
で

は
最
も
人
口
の
少
な
い
地
域
で
す
。

「
や
ん
ば
る
の
森
」
に
は
多
種
多
様
な
動

植
物
が
生
息
し
、
東
洋
の
ガ
ラ
パ
ゴ
ス
と
も

称
さ
れ
る
場
所
で
す
。
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ウ
ッ
パ
マ

東
村
に
入
る
と
先
ず
目
に
入
る
の
が
、
長

さ
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
及
ぶ
真
っ
白
な
砂
が

広
が
る
手
つ
か
ず
の
浜
。
近
く
に
は
慶
佐
次

湾
の
ヒ
ル
ギ
林
や
海
上
保
安
庁
慶
佐
次
ロ
ラ

ン
局
の
施
設
な
ど
が
あ
り
、
村
内
で
も
景
勝

の
地
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
役
場
か
ら

臨
む
「
ウ
ッ
パ
マ
」
は
、
訪
れ
る
人
の
心
を

い
や
し
て
く
れ
ま
す
。

　

ふ
れ
あ
い
ヒ
ル
ギ
公
園

慶
佐
次
川
河
口
か
ら
上
流
に
向
か
っ
て
発

達
し
た
沖
縄
本
島
を
代
表
す
る
マ
ン
グ
ロ
ー

ブ
の
森
で
、
広
さ
は
約
十
ヘ
ク
タ
ー
ル
。
ヒ

ル
ギ
類
は
、
熱
帯
か
ら
亜
熱
帯
の
海
水
と
淡

水
が
混
ざ
り
合
う
河
口
近
く
に
生
え
る
植
物

で
、
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
林
の
中
心
に
な
る
も

の
。
こ
こ
で
は
メ
ヒ
メ
ギ
、
オ
ヒ
ル
ギ
、
ヤ

エ
ヤ
マ
ヒ
ル
ギ
の
三
種
が
見
ら
れ
る
。
中
で

も
ヤ
エ
ヤ
マ
ヒ
ル
ギ
は
、
こ
こ
が
分
布
の
北

限
。
国
指
定
天
然
記
念
物
と
な
っ
て
い
ま

す
。ふ

れ
あ
い
ヒ

ル
ギ
公
園
は
慶

佐
次
湾
の
ヒ
ル

ギ
林
周
辺
に
整

備
さ
れ
た
公
園

で
、
ヒ
ル
ギ
を

間
近
で
観
察
で

き
る
木
道
や
展

望
台
が
設
け
ら

れ
て
い
ま
す
。

HIGASHI
SON

HIGASHI
SON
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つ
つ
じ
エ
コ
パ
ー
ク

春
三
月
に
は
朱
、
紫
、
ピ
ン
ク
の
色
と
り

ど
り
の
つ
つ
じ
が
咲
き
、
日
本
一
早
い
開
花

を
迎
え
ま
す
。
四
・
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
面
積

に
四
万
八
千
本
の
つ
つ
じ
が
丘
の
上
で
咲
き

競
う
様
子
は
、
ま
さ
に
花
の
ジ
ュ
ー
タ
ン
で

す
。
つ
つ
じ
園
か
ら
は
、
平
良
湾
の
海
岸
線

と
青
い
海
、
パ
イ
ン
畑
が
眺
望
で
き
ま
す
。

毎
年
三
月
初
旬
か
ら
つ
つ
じ
祭
り
が
行
わ

れ
、
多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
が
繰
り
広
げ
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

山
と
水
の
生
活
博
物
館

「
自
然
に
学
び
・
人
に
学
び
・
歴
史
に
学
ぶ
」

を
テ
ー
マ
に
常
設
展
示
室
で
は
、
豊
富
な
写

真
資
料
で
か
つ
て
の
東
村
民
の
生
活
を
わ
か

り
や
す
く
紹
介
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
原
寸
大
の
ヤ
ン
バ
ル
を
再
現
し
た

ジ
オ
ラ
マ
や
、
博
物
館
横
の
福
地
川
に
住
む

魚
、
周
辺
に
出
没
す
る
生
き
も
の
な
ど
の
生

き
た
展
示
も
あ
り
ま
す
。

当
館
の
周
辺
に
は
、
遊
具
は
も
ち
ろ
ん
野

HIGASHI
SON

HIGASHI
SON
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鳥
や
木
々
を
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
で
き
る
広
い
公

園
が
あ
り
ま
す
。
当
館
か
ら
徒
歩
十
分
の
所

に
は
、
村
天
然
記
念
物
の
サ
キ
シ
マ
ス
オ
ウ

ノ
キ
も
あ
り
館
周
辺
が
自
然
の
博
物
館
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

福
地
ダ
ム

県
下
最
大
の
福
地
ダ
ム
の
周
囲
に
は
展
望

台
や
遊
歩
道
が
あ
る
の
で
、
山
原
の
豊
か
な

自
然
を
肌
で
感
じ
な
が
ら
、
の
ん
び
り
散
歩

が
楽
し
め
ま
す
。
ま
た
、
水
資
源
と
ダ
ム
を

テ
ー
マ
に
三
つ
の
コ
ー
ナ
ー
で
構
成
さ
れ
た

資
料
館
で
は
、
昔
か
ら
の
水
と
の
関
わ
り
か

ら
、
沖
縄
の
ダ
ム
の
種
類
、
沖
縄
の
水
環
境

を
パ
ネ
ル
や
、
井
泉
・
天
水
ガ
メ
の
模
型
、

マ
ル
チ
ス
ラ
イ
ド
な
ど
に
よ
り
、
わ
か
り
や

す
く
説
明
さ
れ
て
い
ま
す

　

森
の
ふ
く
ろ
う

味
処
　
森
の
ふ
く
ろ
う
で
の
料
理
食
材
は

自
家
製
農
園
で
採
れ
る
野
菜
を
使
っ
て
い
る

の
で
自
然
の
甘
味
や
歯
ご
た
え
が
と
っ
て
も

HIGASHI
SON

福地ダム

HIGASHI
SON



今回の取材で東村を案内し
て下さった企画観光課の池原様
（写真中央）、お忙しい中、案
内していただきありがとうござ
いました。

連載  このまち紹介   36   ～ 東村 ～
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美
味
し
い
。
特
に
お
勧
め
は
豚
肩
ロ
ー
ス
の

燻
製
と
季
節
の
野
菜
が
並
ん
だ
「
ふ
く
ろ
う

定
食
」。

他
に
も
チ
キ
ン
ハ
ー
ブ
焼
き
定
食
や
ロ
ー

ス
生
姜
焼
き
定
食
、
燻
製
そ
ば
な
ど
腕
に
よ

り
を
か
け
た
身
体
に
も
優
し
い
料
理
を
楽
し

み
な
が
ら
、
周
囲
の
山
々
の
緑
と
花
、
庭
園
、

心
地
よ
い
風
や
小
鳥
た
ち
の
さ
え
ず
り
な
ど

自
然
の
音
が
美
味
し
さ
を
倍
増
さ
せ
る
最
高

の
ひ
と
時
を
過
ご
せ
ま
す
。

取
材
当
日
は
あ
い
に
く
の
雨
模
様
で
し
た

が
、
そ
れ
で
も
東
村
の
個
性
豊
か
な
表
情
を

う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

「
花
と
緑
と
海
」
に
囲
ま
れ
た
豊
か
な
自

然
、
ゆ
っ
た
り
と
流
れ
る
時
間
に
触
れ
る

と
、
誰
も
が
「
も
う
一
度
来
た
い
」
と
思
う

に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
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昭
和
三
十
八
年
宇う

部べ

市
西に
し

岐き

波わ

に
生
ま
れ
ま
し

た
。
小
学
校
、
中
学
校
を
宇
部
市
西
岐
波
で
過
ご

し
、
高
校
は
香
川
高
校
（
現
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
大
学

付
属
高
校
）
に
進
学
い
た
し
ま
し
た
。
ち
な
み
に

ぎ
じ
ろ
く
セ
ン
タ
ー
代
表
取
締
役
の
白
井
社
長
と

は
高
校
の
同
級
生
で
す
。

父
が
焼
き
た
て
の
パ
ン
を
製
造
販
売
す
る
ベ
ー

カ
リ
ー
メ
ル
シ
ー
を
創
業
、
こ
と
し
で
お
か
げ
さ

ま
で
四
十
一
年
に
な
り
ま
す
。
昭
和
四
十
五
年
当

時
、
焼
き
た
て
の
パ
ン
を
製
造
販
売
す
る
店
と
い

う
の
は
珍
し
く
、
か
な
り
話
題
に
な
り
、
よ
く
売

れ
た
と
い
う
ふ
う
に
記
憶
し
て
お
り
ま
す
。

今
で
は
当
た
り
前
だ
と
思
う
ん
で
す
け
れ
ど

も
、
当
時
は
宇
部
で
は
初
め
て
だ
っ
た
の
で
、
か

な
り
忙
し
く
て
、
私
は
ほ
っ
た
ら
か
し
に
さ
れ
て

い
た
と
記
憶
し
て
い
ま
す
。

　ご
縁
を
大
切
に
す
る

高
校
生
の
と
き
に
、
こ
の
ま
ち
を
出
た
く
て
大

学
に
進
学
し
、
一
人
暮
ら
し
を
始
め
ま
し
た
。
社

会
に
は
い
ろ
ん
な
職
業
の
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
っ

て
、
ど
ん
な
仕
事
が
あ
る
ん
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と

ば
か
り
考
え
な
が
ら
、
触
れ
合
い
を
求
め
て
様
々

な
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
ま
し
た
。
そ
の
中
で
も
先
輩

か
ら
紹
介
し
て
い
た
だ
い
た
割
烹
料
理
屋
の
社
長

さ
ん
（
横
浜
国
立
大
学
を
卒
業
さ
れ
、
板
前
さ
ん

に
な
っ
た
と
い
う
、
ち
ょ
っ
と
変
わ
っ
た
経
歴
の

方
）
か
ら
職
人
と
し
て
の
心
構
え
と
か
、
職
人
の

イ
ロ
ハ
を
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
後
に
、
こ

の
方
に
東
京
に
行
く
こ
と
を
勧
め
ら
れ
、
七
年
間

パ
ン
の
勉
強
を
、
三
十
一
歳
の
と
き
に
宇
部
に

戻
っ
て
き
ま
し
た
。

私
は
い
ろ
ん
な
方
に
ご
縁
を
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。
紹
介
し
て
い
た
だ
い
た
方
か
ら
影
響
を
受
け

る
と
い
う
よ
う
な
こ
と
が
多
々
あ
り
ま
す
。
最
初

に
会
っ
た
方
だ
け
で
は
な
く
、
次
に
会
っ
た
方
、

ま
た
そ
の
次
に
会
っ
た
方
か
ら
い
ろ
ん
な
良
い
影

人
物
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ

㈱ベーカリーメルシー

山口県宇部市新天町２丁目４－３
TEL　0836-33-2740 

ＨＰ http://merpp.com/ 

株
式
会
社
ベ
ー
カ
リ
ー
メ
ル
シ
ー

代
表
取
締
役

　安や
す
だ田 

耀あ
き
お夫

　さ
ん

ご
縁
を
大
切
に
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
、

そ
の
和
が
ど
ん
ど
ん
広
が
っ
て
い
く

よ
う
に
と
心
掛
け
て
い
ま
す
。

安田 耀夫様より「石炭包」について詳しい説明をし
ていただきました。
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響
を
受
け
て
い
ま
す
し
、
ご
縁
を
大
切
に
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
、
そ
の
和
が
ど
ん
ど
ん
広
が
っ
て
い

く
よ
う
に
と
心
掛
け
て
い
ま
す
。

　ご
縁
の
和
が
広
が
る

宇
部
Ｂ
級
グ
ル
メ
グ
ラ
ン
プ
リ
を
受
賞
し
た

「
石せ
き

炭た
ん

包ぱ
お

」
に
つ
い
て
お
話
し
い
た
し
ま
す
。
黒

い
ド
ー
ナ
ツ
で
す
。
イ
カ
ス
ミ
の
ド
ー
ナ
ツ
で
中

に
シ
ー
フ
ー
ド
カ
レ
ー
が
入
っ
て
い
ま
す
。
宇
部

漁
協
で
つ
く
っ
て
い
る
赤
エ
ビ
を
甘
辛
く
煮
た
も

の
と
レ
ン
チ
ョ
ウ
を
、
細
か
く
刻
ん
で
入
れ
て
い

ま
す
。

Ｂ
級
グ
ル
メ
の
話
は
、
レ
ス
ト
ラ
ン
キ
ャ
プ
テ

ン
の
オ
ー
ナ
ー
シ
ェ
フ
か
ら
連
絡
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。「
宇
部
Ｂ
級
グ
ル
メ
」
が
あ
る
の
を
知
っ

て
い
ま
す
か
と
言
わ
れ
ま
し
た
が
、
宇
部
に
Ｂ
級

グ
ル
メ
の
大
会
が
あ
る
な
ん
て
全
く
知
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
シ
ェ
フ
の
娘
さ
ん
が
宇
部
の
Ｂ
級
グ
ル

メ
に
出
た
い
、
自
分
が
考
え
た
も
の
は
黒
い
も
の

で
何
か
を
包
む
、「
石
炭
包
」
と
い
う
ネ
ー
ミ
ン

グ
で
つ
く
り
た
い
と
考
え
て
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
ん

で
す
。
宇
部
の
Ｂ
級
グ
ル
メ
な
の
で
、
宇
部
の
会

社
だ
と
か
宇
部
の
学
校
が
参
加
資
格
に
り
ま
す

が
、
残
念
な
が
ら
娘
さ
ん
は
宇
部
市
外
の
高
校
生

だ
っ
た
の
で
参
加
資
格
が
あ
り
ま
せ
ん
。
ご
両
親

は
こ
の
発
想
を
つ
ぶ
し
て
し
ま
う
の
は
も
っ
た
い

な
い
と
思
わ
れ
た
ん
だ
と
思
う
ん
で
す
ね
。
こ
れ

を
形
に
で
き
る
の
は
う
ち
な
ん
じ
ゃ
な
い
か
と

い
っ
て
ご
相
談
い
た
だ
き
ま
し
た
。

黒
い
も
の
で
何
か
を
包
む
、
そ
れ
を
「
石
炭

包
」
と
単
純
に
投
げ
か
け
ら
れ
て
、
試
行
錯
誤
し

た
結
果
、
イ
カ
ス
ミ
を
使
用
し
た
黒
い
ド
ー
ナ
ツ

生
地
に
瀬
戸
内
海
で
と
れ
た
小
魚
を
入
れ
た
シ
ー

フ
ー
ド
カ
レ
ー
に
と
い
う
ふ
う
に
話
が
ふ
く
ら
ん

で
い
き
ま
し
た
。
シ
ー
フ
ー
ド
カ
レ
ー
の
つ
く
り

方
や
、
魚
の
臭
み
を
と
る
方
法
等
、
い
ざ
と
な
る

と
知
ら
な
い
こ
と
ば
か
り
で
し
た
。

　和
を
も
っ
て
尊
し
と
な
す

何
で
「
石
炭
包
」
で
Ｂ
級
グ
ル
メ
グ
ラ
ン
プ
リ

を
と
れ
た
の
か
な
と
申
し
ま
す
と
、
た
っ
た
一
人

の
何
に
も
力
を
持
っ
て
い
な
い
女
子
高
生
の
、
こ

れ
を
や
り
た
い
と
い
う
強
い
気
持
ち
だ
と
思
い
ま

す
。
こ
の
思
い
が
そ
れ
を
賛
同
し
た
両
親
を
巻
き

込
み
、
そ
れ
を
つ
く
る
業
者
を
巻
き
込
み
、
商
工

会
議
所
の
皆
さ
ん
を
巻
き
込
み
ま
し
た
。
た
っ
た

一
人
の
こ
れ
を
つ
く
り
た
い
と
い
う
思
い
が
こ
う

な
っ
た
ん
で
す
か
ら
、
良
い
思
い
、
本
物
の
思
い

と
い
う
の
は
だ
ん
だ
ん
と
和
を
広
げ
て
大
き
く

な
っ
て
い
く
ん
だ
と
思
う
ん
で
す
よ
ね
。

本
当
に
一
人
の
女
の
子
の
思
い
で
す
か
ら
ね
、

こ
れ
は
。
そ
れ
を
良
し
と
す
る
周
り
の
大
人
た
ち

が
こ
れ
に
乗
っ
か
り
、
和
を
ど
ん
ど
ん
ど
ん
ど
ん

広
げ
て
い
っ
た
わ
け
で
す
。

「
和
を
も
っ
て
尊
し
と
な
す
」
と
い
う
の
は
聖

徳
太
子
の
有
名
な
言
葉
で
す
が
、
日
本
は
さ
き
の

震
災
に
加
え
原
発
の
問
題
で
す
と
か
、
急
激
な
円

高
な
ど
の
か
つ
て
な
い
危
機
に
面
し
て
い
ま
す
。

私
た
ち
一
人
一
人
が
自
分
は
何
が
で
き
何
を
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
か
と
い
う
こ
と
を
考
え
、
一
人

一
人
が
和
の
中
心
に
な
っ
て
志
を
立
て
て
行
動
し

頑
張
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
そ
こ
か
ら
ど
ん
ど
ん

和
が
広
が
っ
て
い
く
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

宇部Ｂ級グルメでグラン
プリを受賞した石

せき

炭
たん

包
ぱお
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社
是
・
経
営
理
念
の
発
表

平
成
二
十
三
年
六
月
五
日
、
記
念
す
べ
き
第
一

回
社
内
大
会
を
行
い
ま
し
た
。
弊
社
代
表
取
締
役

白
井
義
美
よ
り
社
是
・
経
営
理
念
の
発
表
が
あ
り

ま
し
た
。

社
是
・
経
営
理
念
に
は
よ
り
良
い
社
風
と
人

を
つ
く
る
と
共
に
、

従
業
員
の
幸
福
の

み
な
ら
ず
、
社
会

に
も
貢
献
し
よ
う

と
す
る
思
い
が
込

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

今
で
は
朝
礼
の
際

に
、
社
是
・
経
営

理
念
を
唱
和
し
、

実
践
で
き
る
よ
う

全
社
員
で
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
　

永
年
勤
続
表
彰
式

社
是
・
経
営
理
念
の
発
表
が
あ
っ
た
後
、
永
年

勤
続
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
勤
続

十
年
以
上
の
在
宅
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
と
勤
続
五
年
以

上
の
社
員
を
表
彰
す
る
も
の
で
、
代
表
取
締
役
白

井
義
美
よ
り
、
感
謝
状
と
記
念
品
が
手
渡
さ
れ
ま

し
た
。

感
謝
状
の
文
面
は
一
枚
ず
つ
異
な
る
内
容
で
、

「
い
つ
も
明
る
く
笑
顔
で
…
」、「
家
事
や
子
育
て

で
忙
し
い
中
…
」
な
ど
、
授
賞
者
一
人
一
人
に
向

け
て
の
感
謝
の
言
葉
が
記
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
授

賞
者
は
名
前
を
呼
ば
れ
ス
テ
ー
ジ
に
上
が
り
少
し

緊
張
し
た
様
子
で
し
た
が
、
代
表
が
一
人
ず
つ
の

感
謝
状
を
読
み
あ
げ
「
い
つ
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
」、「
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
」、「
期
待
し
て
い
ま
す
」
と
感
謝
の
言
葉
を
述

株
式
会
社
ぎ
じ
ろ
く
セ
ン
タ
ー

　第
三
十
三
期

　社
内
大
会
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べ
る
と
、
笑
顔
も
こ
ぼ
れ
、
と
て
も
心
温
ま
る
表

彰
式
と
な
り
ま
し
た
。

永
年
勤
続
者
賞
を
頂
い
て

在
宅
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
（
勤
続
二
十
七
年
）

長
年
在
宅
と
し
て
会
議
録
作
成
に
携
わ
っ
た
と

し
て
感
謝
状
を
い
た
だ
く
栄
誉
に
浴
し
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

壇
上
で
社
長
み
ず
か
ら
感
謝
状
と
記
念
品
を
い

た
だ
き
、
改
め
て
長
い
期
間
こ
の
仕
事
を
し
て
き

た
こ
と
に
気
づ
い
た
よ
う
な
次
第
で
す
。

思
い
返
せ
ば
、
私
よ
り
早
く
か
ら
仕
事
を
し
て

い
た
人
も
今
は
い
な
く
な
り
、
年
数
だ
け
は
ナ
ン

バ
ー
一
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
い
ろ
い
ろ

教
え
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、
一
生
懸
命
頑
張
っ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

在
宅
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
（
勤
続
二
十
六
年
）

私
は
、
古
株
の
筆
頭
と
し
て
常
に
言
わ
れ
ま
す
。

主
人
に
言
わ
せ
る
と
「
継
続
は
力
な
り
」
と
、
確

か
に
二
十
六
年
間
か
な
？
よ
く
続
け
て
こ
ら
れ
た

な
と
自
分
で
も
び
っ
く
り
で
す
。
し
か
し
、
そ
ん

な
威
張
れ
る
も
の
で
は
決
し
て
あ
り
ま
せ
ん
。
仕

事
を
始
め
た
こ
ろ
、
ふ
と
し
た
き
っ
か
け
で
テ
ニ

ス
に
夢
中
に
な
り
、
日
課
の
よ
う
に
励
み
ま
し
た
。

主
人
も
、
ま
だ
小
さ
か
っ
た
子
供
た
ち
も
、
仕
事

も
、
半
分
ほ
っ
ぽ
り
投
げ
て
。
現
在
は
、
お
か
げ

で
自
分
な
り
の
テ
ニ
ス
道
に
満
足
で
き
る
も
の
に

な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
今
で
は
仕
事
も
生
活
習
慣

病
じ
ゃ
な
い
け
ど
、
生
活
習
慣
に
な
り
、
自
分
な

り
に
集
中
し
て
い
ま
す
。

世
の
中
は
ワ
ー
プ
ロ
か
ら
パ
ソ
コ
ン
へ
と
大
き

く
変
化
し
、
そ
の
変
革
期
に
は
不
安
も
い
っ
ぱ
い

あ
り
ま
し
た
が
、
今
で
は
と
て
も
便
利
に
使
い
こ

な
し
て
い
ま
す
。

我
々
反
訳
者
に
と
っ
て
、
私
な
り
に
顧
み
ま
す

と
、
平
成
十
年
に
「
会
議
録
用
語
集
」
が
で
き
、

そ
の
翌
年
に
「
反
訳
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
が
作
ら
れ
ま

し
た
。
こ
の
「
反
訳
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
の
存
在
こ
そ
、

反
訳
者
の
仕
事
を
確
か
な
も
の
に
し
た
、
大
い
な

る
功
績
を
与
え
て
い
る
も
の
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。「
仕
様
書
」「
地
名
簿
」
も
充
実
し
、
定
例

会
に
お
い
て
は
録
音
状
態
の
悪
い
も
の
は
あ
り
ま

せ
ん
。
私
た
ち
に
と
っ
て
「
録
音
が
よ
い
」
と
い

う
の
が
基
本
で
す
。
仕
事
は
選
べ
ま
せ
ん
が
、
と

に
か
く
録
音
が
よ
け
れ
ば
、
い
い
仕
事
が
で
き
ま

す
。
最
後
は
お
願
い
み
た
い
に
な
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
が
、
老
体
に
む
ち
打
っ
て
や
り
ま
す
。
お
手

や
わ
ら
か
に
お
願
い
し
ま
す
。

社

　員
（
勤
続
七
年
）

七
年
勤
続
の
表
彰
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
振
り

返
る
と
、
会
議
録
係
に
ア
ル
バ
イ
ト
と
し
て
働
い

た
と
こ
ろ
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、
営
業
事
務
→
営
業

部
→
東
京
営
業
所
と
、
い
ろ
い
ろ
な
部
署
で
様
々

な
経
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
社
内
大
会

で
の
思
い
出
は
、
代
表
が
社
員
か
ら
表
彰
を
受
け

て
い
る
の
を
見
て
、
私
も
思
わ
ず
感
動
し
会
場
の

片
隅
で
涙
し
た
こ
と
で
す
。
あ
の
感
動
を
忘
れ
ず

今
ま
で
受
け
た
御
恩
を
少
し
ず
つ
で
も
お
返
し
し

て
い
く
べ
く
邁
進
し
て
参
り
ま
す
。

来
賓
挨
拶

来
賓
代
表
の
挨
拶
で
は
平
素
よ
り
お
世
話
に

な
っ
て
お
り
ま
す
藤
麻
功
様
よ
り
お
言
葉
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

フ
ジ
マ
グ
ル
ー

プ
会
長
の
藤
麻
様

の
お
言
葉
の
中
に
、

「
人
に
能
力
の
差

は
無
く
、
あ
る
の

は
努
力
の
差
で
あ

る
」
と
あ
り
ま
し

た
。
真
心
を
強
く

藤麻功様
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感
じ
る
お
言
葉
ば
か
り
で
社
員
一
同
の
や
る
気
は

よ
り
一
層
高
ま
り
ま
し
た
。

ワ
ン
コ
イ
ン
運
動
で
ハ
ッ
ピ
贈
呈

弊
社
で
は
、「
ワ
ン
コ
イ
ン
運
動
」
と
い
う
活

動
を
し
て
い
ま
す
。

こ
の
活
動
を
行
な
う
よ
う
に
な
っ
た
き
っ
か
け

は
、
フ
ジ
マ
グ
ル
ー
プ
の
社
内
大
会
に
出
席
さ
せ

て
い
た
だ
い
た
時
、「
下
二
桁
運
動
」
と
題
し
て
、

全
従
業
員
の
給
料
の
中
か
ら
下
二
桁
を
寄
付
金
と

し
て
集
め
、
そ
れ
を
活
動
資
金
と
し
て
年
に
一
度
、

社
会
奉
仕
活
動
の
一
環
と
し
て
、
地
域
の
施
設
等

に
奉
仕
活
動
や
寄
付
、
贈
呈
を
行
な
う
と
い
う
活

動
を
行
な
っ
て
い
る
事
を
教
え
て
い
た
だ
い
た
事

で
し
た
。

そ
の
後
、
私
た
ち
に
も
何
か
で
き
る
事
は
無
い

だ
ろ
う
か
と
考
え
、
地
域
の
一
企
業
と
し
て
、
で

き
る
事
か
ら
取
り
組
み
、
活
動
す
る
こ
と
に
し
ま

し
た
。

こ
の
活
動
に
賛
同
で
き
る
従
業
員
を
対
象
と
し

て
、「
ワ
ン
コ
イ
ン
運
動
」
と
題
し
て
、
平
成
二

十
二
年
六
月
か
ら
開
始
し
、
毎
月
ワ
ン
コ
イ
ン

（
五
百
円
）
を
募
り
、
平
成
二
十
三
年
五
月
時
点

で
六
万
七
千

円
集
ま
り
ま

し
た
。

こ
の
活
動

資
金
の
活
用

方
を
、
山
口

県
立
宇
部
総

合
支
援
学
校
、

知
的
障
害
者

支
援
施
設
、

「
ま
つ
ば
園
」

様
に
相
談
さ

せ
て
い
た
だ

い
た
と
こ
ろ
、
イ
ベ
ン
ト
用
の
「
ハ
ッ
ピ
」
を
希

望
さ
れ
、
社
内
大
会
の
中
で
贈
呈
式
を
行
い
、
寄

贈
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
、
地
域
社
会
へ
貢
献
す
る
こ
と
を

目
的
に
、
自
分
達
に
も
で
き
る
事
を
考
え
、
活
動

を
し
て
い
き
ま
す
。サ

プ
ラ
イ
ズ

セ
レ
モ
ニ
ー
の
中
の
一
つ
に
、
社
員
と
在
宅
者

か
ら
代
表
夫
妻
に
内
緒
で
進
め
て
き
た
サ
プ
ラ
イ

ズ
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
在
宅
者
・
社
員
に

感
謝
状
を
贈
ら
れ
た
よ
う
に
、
代
表
夫
妻
に
も
感

謝
状
を
贈
ろ
う
と
い
う
も
の
で
し
た
。
日
頃
の
感

謝
の
気
持
ち
を
形
に
し
よ
う
と
、
あ
る
意
味
、
最

も
神
経
を
使
っ
た
超
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
と
も
言
え
ま
す
。

ユ
ー
モ
ア
あ
ふ
れ
る
内
容
の
感
謝
状
、
花
束
の

贈
呈
。「
社
員
、
在
宅
者
一
同
、
起
立
」
と
い
う

合
図
の
も
と
、
全
員
で
「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
」
と
、
礼
。
出
席
者
の
自
然
あ
ふ
れ
る
笑
顔
と

拍
手
が
会
場
全
体
を
包
み
込
み
、
セ
レ
モ
ニ
ー
は

幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

　講
演

　

�

志
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
代
表　上

甲

　晃
氏

テ
ー
マ
「
逆
境
を
生
き
抜
く
力
」

松
下
幸
之
助
氏
の
三
つ
の
成
功
理
由｢

家
が
貧

し
か
っ
た｣

｢

体
が
弱
か
っ
た｣

｢

学
歴
が
な
か
っ

た｣

は
、
到
底
幸
福
だ
っ
た
と
言
え
る
も
の
で
な

か
っ
た
、
マ
ザ
ー
テ
レ
サ
に
直
接
会
い
に
行
く
行

動
力
。「
難
有
り
は
有
難
い
」、
受
け
入
れ
が
た
い

こ
と
こ
そ
「
は
い
、
喜
ん
で
」
と
受
け
入
れ
る
精

神
。

贈呈後、ハッピを着てイベントに参加されている
と報告がありました
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全
て
が
働
く
こ

と
で
重
要
な
お
話

で
し
た
。
緊
張
感

あ
ふ
れ
る
会
場
の

中
で
の
、
上
甲
様

の
力
強
い
講
話
は

一
生
忘
れ
る
こ
と

の
で
き
な
い
、
素

晴
ら
し
い
内
容
で

し
た
。

懇
親
会

お
客
様
や
来
賓
の
方
、
社
員
を
含
め
総
勢
約
七

十
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
の
曲

は
「
ル
パ
ン
三
世
」、
司
会
進
行
役
は
カ
ラ
フ
ル

な
ハ
ッ
ト
に
大
き
な
蝶
ネ
ク
タ
イ
と
い
う
陽
気
な

姿
で
現
れ
ま
し
た
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
通
り
に
進
む
中
、

現
在
の
代
表
へ
の
サ
プ
ラ
イ
ズ
と
し
て
前
社
長
、

足
立
進
氏
か
ら
の
ビ
デ
オ
レ
タ
ー
を
用
意
し
て
お

り
、
皆
さ
ん
が
ご
歓
談
・
お
食
事
を
さ
れ
て
い
る

中
、
ス
ク
リ
ー
ン
で
流
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
歴

史
を
感
じ
る
こ
と
の
で
き
る
、
社
屋
建
設
～
現
在

の
写
真
の
ス
ラ
イ
ド
シ
ョ
ー
も
、
様
々
な
曲
に
の

せ
て
ス
ク
リ
ー
ン
で
流
し
、
会
場
を
一
気
に
感
動

の
渦
へ
と
巻
き
込
み
ま
し
た
。

そ
の
他
に
も
懇
親
会
を
盛
り
上
げ
よ
う
と
、
社

員
・
在
宅
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
は
歌
や
ダ
ン
ス
、
全
員

参
加
の
ゲ
ー
ム
な
ど
、
数
々
の
余
興
を
繰
り
広
げ

ま
し
た
。
か
わ
い
い
衣
装
を
身
に
ま
と
い
、
歌
と

ダ
ン
ス
を
披
露
し
た
な
り
き
り
キ
ャ
ン
デ
ィ
ー
ズ

グ
ル
ー
プ
、
忌
野
清
志
郎
の
音
楽
に
の
せ
て
歌
い
、

踊
り
、
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
演
奏
を
披
露
し
た
グ
ル
ー

プ
、
中
に
は
皆
さ
ん
を
リ
ラ
ッ
ク
ス
さ
せ
よ
う
と

エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
を
披
露
す
る
方
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
余
興
で
会
場
は
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

ご
来
賓
挨
拶
で
は
、
皆
様
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
有
難

い
お
言
葉
を
頂
戴
し
ま
し
た
。
そ
の
中
で
も
顧

問
税
理
士
の
木
下
様
よ
り
、「
勉
強
す
る
目
的
は

〝
神
を
見
る
た
め
〟 

」
と
い
う
興
味
深
い
お
話
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

余
興
も
終
わ
り
締
め
に
入
る
前
、
ぎ
じ
ろ
く
セ

ン
タ
ー
の
イ
メ
ー
ジ
ソ
ン
グ
を
合
唱
。
岡
本
真
夜

の
〝
Ｔ
Ｏ
Ｍ
Ｏ
Ｒ
Ｒ
Ｏ
Ｗ
〟
の
替
え
歌
と
な
る
も

の
で
、
社
員
、
ご
来
賓
、
在
宅
者
問
わ
ず
全
員
が

手
を
つ
な
ぎ
一
つ
の
大
き
な
輪
に
な
っ
て
、
中
央

に
置
か
れ
た
歌
詞
ボ
ー
ド
を
見
な
が
ら
全
員
で
合

唱
し
ま
し
た
。

　

�「
手
を
抜
い
た
ら
感
動
な
し
。
そ

こ
ま
で
や
る
か
！
」

　
本
当
に
頑
張
っ
た
人
が
涙
す
る

準
備
の
段
階
か
ら
一
人
一
人
に
役
割
が
与
え
ら

れ
各
自
が
考
え
、
実
行
し
形
に
し
て
い
く
と
い
う

貴
重
な
経
験
が
で
き
ま
し
た
。「
手
を
抜
い
た
ら

感
動
な
し
。
そ
こ
ま
で
や
る
か
！
本
当
に
頑
張
っ

た
人
が
涙
す
る
」。

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
が
集
結
で
き
皆
が
一
生
懸
命
に

取
り
組
ん
だ
結
果
た
く
さ
ん
の
感
動
を
生
ん
だ
こ

と
を
、
実
践
を
も
っ
て
教
わ
り
ま
し
た
。「
あ
り

が
と
う
」
の
言
葉
が
と
び
か
う
感
謝
の
気
持
ち
が

い
っ
ぱ
い
の
社
内
大
会
で
し
た
。

全員でイメージソングを合唱
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十
一
月
二
十
二
日
、
在
宅
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
が
一

堂
に
会
し
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

研
修
内
容
は

①
仕
様
の
確
認
を
し
な
が
ら
パ
ソ
コ
ン
操
作

仕
様
が
複
雑
な
と
こ
ろ
で
、
パ
ソ
コ
ン
操
作
で

そ
の
複
雑
な
部
分
を
補
う
こ
と
が
で
き
る
便
利
な

機
能
を
紹
介
し
ま
し
た
。
初
め
て
知
る
機
能
を
使

う
こ
と
で
と
て
も
感
動
し
て
く
だ
さ
る
場
面
も
あ

り
ま
し
た
。
実
際
に
パ
ソ
コ
ン
を
操
作
し
な
が
ら

の
研
修
だ
っ
た
の
で
、
納
得
の
い
く
ま
で
操
作
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
質
問
も
活
発
に
出
て
、
と

て
も
有
意
義
な
も
の

に
な
り
ま
し
た
。

②
演
習
問
題

気
を
つ
け
て
ほ
し

い
と
こ
ろ
を
ピ
ッ
ク

ア
ッ
プ
し
、
間
違
っ

た
問
題
を
作
成
、
そ

の
問
題
を
解
い
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
さ

す
が
に
経
験
豊
富
な

ベ
テ
ラ
ン
さ
ん
は
解

答
が
早
く
感
動
で
し

た
。

③
新
人
さ
ん
か
ら
ベ
テ
ラ
ン
さ
ん
へ
質
問

新
人
さ
ん
よ
り
ベ
テ
ラ
ン
の
方
に
聞
き
た
い
こ

と
は
と
い
う
こ
と
で
事
前
に
お
聞
き
し
て
い
ま
し

た
。
そ
の
内
容
を
、
当
日
、
数
名
の
ベ
テ
ラ
ン

の
方
に
答
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
仕
事
の
手
順
、

効
率
よ
く
仕
事
を
す
る
に
は
、
今
ま
で
ど
う
い
う

ふ
う
に
反
訳
を
し
て
き
た
の
か
な
ど
。
ベ
テ
ラ
ン

さ
ん
か
ら
、
単
語
登
録
を
す
る
、
仕
様
書
を
読
み

抜
く
、
ミ
ス
ノ
ー
ト
を
つ
く
っ
て
同
じ
ミ
ス
を
し

な
い
こ
と
、
経
験
を
積
む
こ
と
、
最
初
は
大
変
だ

け
ど
と
に
か
く
続
け
る
こ
と
で
す
、
と
の
ア
ド
バ

イ
ス
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

さ
す
が
に
説
得
力
の
あ
る
内
容
で
、
一
同
真

剣
に
聞
い
て
い
ま
し
た
。

日
ご
ろ
、
在
宅
業
務
で

な
か
な
か
皆
さ
ん
が
そ

ろ
う
こ
と
が
あ
り
ま
せ

ん
が
、
研
修
会
を
す
る

こ
と
に
よ
り
、
共
通
の

仕
事
の
話
や
情
報
交
換

な
ど
が
で
き
、
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る

こ
と
が
で
き
た
と
思
い

ま
す
。

在
宅
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
研
修
会
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「
あ
っ
と
い
う
間
の
一
年
」細

谷

　真
理
子   

議
会
の
反
訳
を
し
て
い
ま
す
と
、
議
員
の
方
々

の
熱
意
あ
る
質
疑
、
討
論
、
そ
し
て
ま
た
信
念
あ

る
言
葉
に
ふ
れ
た
と
き
、
思
わ
ず
胸
が
い
っ
ぱ
い

に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
び
に
、
こ
の

仕
事
に
出
会
え
て
よ
か
っ
た
と
心
か
ら
思
い
ま

す
。一

年
前
に
研
修
を
受
け
た
と
き
に
は
、
今
思
え

ば
あ
り
得
な
い
ほ
ど
パ
ソ
コ
ン
初
心
者
で
し
た
の

で
、
自
分
に
は
こ
の
仕
事
は
無
理
だ
と
正
直
思
い

ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
一
緒
に
研
修
を
受
け
た
方

か
ら
頑
張
ろ
う
よ
と
声
を
か
け
て
い
た
だ
い
て
、

や
っ
て
み
よ
う
と
決
意
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。ど

う
す
れ
ば
よ
り
早
く
、
よ
り
正
確
に
反
訳
が

で
き
る
か
を
考
え
る
日
々
で
す
。
反
訳
は
、
音
声

を
聞
い
て
入
力
を
す
る
と
い
う
作
業
で
は
あ
り
ま

す
が
、
そ
こ
に
心
を
込
め
る
と
い
う
こ
と
を
大
切

に
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

「
職
業
病
？
」

松
重

　正
子

子
供
の
学
費
の
足
し
に
と
思
っ
て
始
め
た
反

訳
も
、
は
や
十
五
年
。
三
人
の
子
供
は
巣
立
ち
、

今
は
主
人
の
年
金
が
満
額
も
ら
え
る
日
ま
で
と
頑

張
っ
て
い
ま
す
。
ス
タ
ー
ト
が
四
十
七
歳
と
遅

か
っ
た
の
で
、
最
近
で
は
入
力
の
ス
ピ
ー
ド
も
落

ち
、気
力
と
経
験
で
カ
バ
ー
し
て
い
ま
す
が
、ず
っ

と
肩
こ
り
や
首
の
痛
み
に
悩
ま
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
母
の
介
護
で
痛
め
た
肩
の
治
療
で
通
っ
て
い

る
整
骨
院
の
先
生
に
相
談
し
た
ら
、
即
座
に
腹
筋

運
動
を
勧
め
ら
れ
ま
し
た
。
え
、
首
と
お
な
か
は

離
れ
て
い
る
の
に
と
思
い
ま
し
た
が
、
早
速
始
め

た
ら
肩
の
痛
み
が
軽
減
し
、
お
か
げ
で
集
中
力
が

続
き
、
人
間
っ
て
体
を
動
か
す
よ
う
に
で
き
て
い

る
の
だ
な
と
納
得
。
ま
た
、
チ
タ
ン
テ
ー
プ
を
耳

の
下
、
あ
ご
が
が
く
が
く
す
る
と
こ
ろ
（
目
の
ツ

ボ
）
に
張
っ
た
ら
、
何
時
間
も
パ
ソ
コ
ン
の
前
で

作
業
を
し
て
い
る
の
に
、
目
が
疲
れ
ま
せ
ん
。
仕

事
中
に
も
二
十
分
ご
と
に
ス
ト
レ
ッ
チ
を
し
て
、

ま
だ
ま
だ
若
い
人
に
は
負
け
ら
れ
ま
せ
ん
！

縁

平
田

　光
子

私
の
胸
に
ず
っ
と
残
っ
て
い
る
十
年
前
の
社

長
さ
ん
の
「
縁
あ
っ
て
、
皆
さ
ん
方
と
こ
う
し
て

仕
事
を
す
る
わ
け
で
す
」
と
言
わ
れ
た
言
葉
。「

縁
」あ
っ
て
、私
も
頑
張
ろ
う
と
心
に
決
め
頑
張
っ

て
い
き
ま
す
。
落
ち
込
み
、
悩
む
日
々
が
続
く
こ

と
も
あ
り
、
せ
っ
か
く
の
縁
を
ふ
い
に
し
て
し
ま

い
そ
う
に
な
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
同
期

の
仲
間
の
頑
張
り
や
、
社
員
の
方
々
の
励
ま
し
に

支
え
ら
れ
、今
ま
で
続
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
度
は
少
し
で
も
支
え
に
な
れ
る
よ
う
に
頑

張
り
ま
す
。

反
訳

よ
も

や
ま
話
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は
ト
メ
さ
ん
を
「
お
か
あ
さ
ん
」
と
呼
ん
で
い
た

そ
う
で
す
。
そ
ん
な
ト
メ
さ
ん
が
特
攻
隊
員
の
た

め
に
作
っ
た
と
言
わ
れ
る
味
と
献
立
を
再
現
し
た

も
の
が
富
さ
ん
弁
当
で
す
。
黒
米
・
白
米
の
お
に

ぎ
り
を
始
め
、
が
ら
ん
つ
（
い
わ
し
の
め
ざ
し
）

や
お
漬
物
な
ど
、
と
て
も
素
朴
な
お
弁
当
で
す
。

国
を
愛
し
日
本
を
守
っ
て
く
だ
さ
っ
た
先
人
た
ち

が
過
ご
し
た
場
所
に
行
っ
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

初
日
は
南
九
州
市
の
知
覧
を
訪
れ
、
二
日
目
は

鹿
屋
市
を
訪
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

早
朝
に
山
口
県
を
出
発
し
、
バ
ス
の
中
で
会
話

を
楽
し
み
な
が
ら
も
、
天
気
が
曇
天
で
あ
っ
た
た

め
少
し
不
安
で
も
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
鹿
児
島

に
近
づ
く
に
つ
れ
、
天
気
も
回
復
し
、
到
着
し
て

か
ら
も
傘
を
差
さ
ず
に
散
策
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
二
日
目
の
朝
は
鹿
屋
市
ま
で
フ
ェ
リ
ー
で

向
か
い
ま
し
た
。
観
光
客
だ
け
で
な
く
、
バ
ス
や

ほ
か
の
車
ま
で
同
乗
で
き
る
ほ
ど
の
、
大
型
フ
ェ

リ
ー
で
し
た
。

「
富
屋
旅
館
」

大
き
く
て
立
派
と
は
言
い
難
い
旅
館
で
す
が
、

ど
こ
か
懐
か
し
さ
を
感
じ
る
こ
と
の
で
き
る
落
ち

着
き
の
あ
る
雰
囲
気
を
も
っ
た
旅
館
で
し
た
。

富
屋
旅
館
の
前
身
、
富
屋
食
堂
は
帝
国
陸
軍
の

指
定
食
堂
だ
っ
た
そ
う
で
す
。
そ
の
富
屋
食
堂
を

切
り
盛
り
し
て
い
た
の
が
、
鳥
濵
ト
メ
さ
ん
で
し

た
。
ト
メ
さ
ん
は
食
堂
に
訪
れ
る
特
攻
隊
員
た
ち

を
我
が
子
の
よ
う
に
可
愛
が
り
、
特
攻
隊
員
た
ち

「
知
覧
特
攻
平
和
会
館
」

知
覧
特
攻
平
和
会
館
は
鹿
児
島
県
南
九
州
市
に

あ
る
陸
軍
の
特
別
攻
撃
隊
に
関
す
る
資
料
を
展
示

す
る
施
設
で
す
。
写
真
、
遺
書
な
ど
の
遺
品
約

四
五
〇
〇
点
、
特
攻
隊
員
の
遺
影
一
〇
三
六
柱
な

ど
が
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

展
示
品
を
見
て
当
時
の
若
者
た
ち
の
、
と
て
も

純
粋
な
家
族
へ
の
想
い
、
愛
国
心
を
強
く
感
じ
ま

し
た
。
戦
争
、
生
死
、
家
族
と
の
絆
、
幸
せ
と
は

歴
史
を
学
ぶ 

鹿
児
島
県
　知
覧
・
鹿
屋
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何
か
な
ど
、
考
え
さ
せ
ら
れ
る
も
の
が
多
く
あ
り

ま
し
た
。

先
人
の
犠
牲
が
あ
っ
て
今
の
生
活
が
あ
り
、
当

た
り
前
に
過
ご
し
て
き
た
日
々
が
ど
れ
ほ
ど
恵
ま

れ
た
も
の
で
あ
る
の
か
を
知
り
ま
し
た
。
同
様

に
、
家
族
や
自
分
を
支
え
て
く
れ
て
い
る
周
り
の

人
々
が
い
る
か
ら
こ
そ
、
今
が
あ
る
と
い
う
こ
と

を
理
解
し
、
感
謝
の
気
持
を
持
ち
、
相
手
を
思
い

や
る
心
を
大
切
に
し
て
い
き
た
い
と
感
じ
ま
し
た
。

「
鹿
屋
市
議
会
へ
視
察
研
修
」

朝
九
時
三
十
分
に
鹿
屋
市
役
所
に
到
着
。
お
忙

し
い
中
、
事
務
局
の
方
に
お
迎
え
い
た
だ
き
視
察

研
修
は
始
ま
り
ま
し
た
。
普
段
疑
問
に
思
っ
て
い

る
こ
と
等
を
事
務
局
の
方
へ
質
問
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

質
問
内
容
は
「
製
本
の
管
理
方
法
」「
校
正
時

の
注
意
点
」「
議
会
Ｉ
Ｔ
化
の
取
組
み
」「
議
会
へ

の
関
心
を
高
め
て
も
ら
う
た
め
に
行
っ
て
い
る
活

動
に
つ
い
て
」
等
々
。

こ
れ
ら
の
質
問
に
丁
寧
に
ご
回
答
い
た
だ
き
、

事
務
局
様
の
ご
苦
労
も
知
る
こ
と
が
で
き
非
常
に

勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

質
疑
応
答
の
後
は
、
議
場
見
学
。

議
場
を
生
で
見
る
の
は
初
め
て
の
者
が
多
く
、

マ
イ
ク
操
作
も
初
体
験
。
議
長
席
の
気
分
を
味
わ

う
な
ど
、
し
ば
し
修
学
旅
行
の
様
な
場
面
も
あ
り

ま
し
た
。

「
か
の
や
ば
ら
園
」

か
の
や
ば
ら
園
は
、
百
万
本
の
バ
ラ
が
あ
り
世

界
じ
ゅ
う
の
バ
ラ
か
ら
家
庭
で
も
育
て
ら
れ
る
バ

ラ
ま
で
楽
し
め
ま
す
。
観
賞
コ
ー
ス
に
、
一
時
間

で
回
れ
る
「
お
き
が
る
コ
ー
ス
」、
三
時
間
で
回

り
、
ゆ
っ
た
り
と
バ
ラ
を
満
喫
で
き
る
「
ゆ
っ
た

り
コ
ー
ス
」
と
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
春
夏
秋
冬
い

つ
で
も
バ
ラ
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
、
冬
に
は
全

国
で
も
め
ず
ら
し
い
寒
バ
ラ
を
楽
し
む
こ
と
が
で

き
ま
す
。

園
内
に
は
、
薔
薇
カ
レ
ー
な
ど
バ
ラ
に
関
連
す

る
食
べ
物
、
商
品
が
た
く
さ
ん
あ
り
、
私
た
ち
が

訪
れ
た
五
月
初
旬
は
、
満
開
に
咲
い
た
百
万
本
の

ば
ら
に
抱
か
れ
、
癒
さ
れ
た
ひ
と
時
を
過
ご
す
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

●開園時間
【４月～７月】
開園時間９：００～１８：００
【８月～３月】
開園時間９：００～１７：００
●休園日　月曜日　
（祝日の場合はその翌日）、年末年始
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萩
と
い
う
街

を
訪
ね
て
印
象

的
な
の
は
、
そ

の
地
理
的
な
不

便
さ
で
す
。
三

方
を
山
に
囲
ま

れ
、
残
る
一
方

が
海
に
面
し
た

小
さ
な
三
角
州

の
上
に
築
か
れ

た
街
は
、
自
動
車
の
発
達
し
た
現
代
な
ら
ま
だ
し

も
、
松
蔭
の
生
き
た
江
戸
時
代
以
前
に
お
い
て
は

ま
さ
に
陸
の
孤
島
で
あ
り
、
敢
え
て
そ
こ
に
藩
都

が
置
か
れ
た
の
は
、
西
軍
の
総
大
将
で
あ
っ
た
毛

利
家
が
他
の
土
地
出
の
築
城
を
許
さ
れ
な
か
っ
た

た
め
だ
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
そ
れ
だ
け
に
海
の
広
さ
は
印
象
的
で

し
た
。
吉
田
松
陰
の
生
家
跡
は
「
団
子
岩
」
と

呼
ば
れ
る
小
高
い
丘
の
上
に
あ
り
、
そ
こ
か
ら
眺

め
る
海
は
、
萩
城
の
城
山
・
指
月
山
と
右
手
の
丘

の
間
か
ら
見
え
る
だ
け
で
、
決
し
て
広
々
と
見
渡

せ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
周
囲
に
迫

る
山
々
か
ら
感
じ
る
閉
塞
感
と
の
対
比
は
海
の
向

こ
う
の
、
よ
り
遠
く
へ
と
意
識
を
誘
い
ま
す
。
彼

を
小
さ
な
城
下
町
の
神
童
で
終
わ
ら
せ
ず
外
の
世

界
へ
飛
び
出
さ
せ
、
後
に
外
国
と
日
本
と
の
関
係

に
着
目
さ
せ
た
の
は
、
逆
説
的
で
は
あ
っ
て
も
、

こ
う
し
た
萩
と
い
う
土
地
の
狭
小
さ
に
あ
っ
た
の

か
も
し
れ
な
い
、
と
い
う
説
を
こ
の
度
伺
い
ま
し

た
。
ま
さ
に
そ
の
生
誕
地
を
訪
ね
る
こ
と
で
、
腑

に
落
ち
る
も
の
を
感
じ
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

狭
い
小
さ
い
と
い
え
ば
、
松
下
村
塾
も
ま
た
大

変
狭
く
小
さ
な
建
物
で
し
た
。
実
際
に
目
の
前
に

し
て
覗
き
込
ん
だ
塾
舎
は
八
畳
ば
か
り
の
小
屋
に

十
畳
半
の
増
築
部
を
加
え
た
だ
け
の
、
ま
さ
に
あ

ば
ら
屋
と
言
っ
た
風
情
で
し
た
。
そ
ん
な
建
物
に

ご
く
短
期
間
に
五
十
名
も
の
塾
生
が
学
ん
だ
と
聞

き
ま
し
た
。

そ
の
中
に
明
治
維
新
の
原
動
力
と
な
っ
た
、
久

坂
玄
瑞
や
高
杉
晋
作
。
明
治
政
府
の
中
枢
で
日
本

を
近
代
化
さ
せ
る
礎
を
築
い
た
伊
藤
博
文
や
品
川

弥
二
郎
な
ど
、
こ
こ
に
上
げ
切
れ
な
い
ほ
ど
の
人

物
が
そ
の
中
に
い
た
事
は
も
ち
ろ
ん
誰
も
が
知
る

と
こ
ろ
で
す
が
、
そ
ん
な
彼
ら
が
皆
こ
の
萩
の
街

の
出
身
で
あ
り
、
ど
こ
か
遠
く
か
ら
集
ま
っ
て
き

た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
、
と
言
う
事
実
は
意
外
と

盲
点
で
あ
り
、
私
に
と
っ
て
は
多
少
な
ら
ぬ
驚
き

が
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
か
ら
言
え
る
の
は
、
彼
ら
が
皆
、
特

別
な
才
能
を
持
っ
た
ス
ー
パ
ー
マ
ン
な
ど
で
は
な

か
っ
た
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
す
。
確
か
に
幕
末

の
萩
は
狭
い
と
は
い
え
、
そ
の
人
口
は
三
万
人
を

超
え
る
、
当
時
と
し
て
は
か
な
り
大
き
な
街
で
し

た
し
、
前
述
の
よ
う
に
辺
境
に
封
じ
ら
れ
た
こ
と

な
ど
の
歴
史
的
経
緯
か
ら
、
幕
府
に
対
す
る
強
い

反
発
感
情
が
育
っ
た
土
地
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
も

あ
り
、
維
新
に
向
か
う
人
材
が
多
く
生
ま
れ
る
要

素
は
あ
っ
た
と
は
思
い
ま
す
。
し
か
し
吉
田
松
陰

と
い
う
人
物
が
自
ら
行
動
し
、
考
え
、
先
見
の
明

を
持
っ
て
教
育
に
あ
た
っ
た
こ
と
。
そ
こ
に
強
い

説
得
力
が
っ
た
か
ら
こ
そ
多
く
の
弟
子
た
ち
が
、

同
じ
志
を
も
っ
て
新
し
い
日
本
を
作
る
た
め
に
動

き
始
め
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
教
育
と
い

う
も
の
の
重
要
性
と
、
人
は
誰
で
も
き
っ
か
け
と

本
人
の
強
い
思
い
が
あ
れ
ば
、
大
き
な
こ
と
を
成

し
得
る
の
で
は
な
い
か
と
、
小
さ
な
塾
舎
に
ひ
し

め
き
合
い
切
磋
琢
磨
す
る
、
当
時
の
塾
生
た
ち
に

教
え
ら
れ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

三
万
人
の
萩
の
街
か
ら
あ
れ
ほ
ど
多
く
の
偉
人

が
生
ま
れ
た
の
な
ら
、
我
々
に
も
何
か
が
で
き
る

の
で
は
な
い
か
と
、
希
望
が
持
て
た
こ
と
が
今
回

の
一
番
の
成
果
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

歴
史
を
学
ぶ 

萩
一坂太郎様より吉田松陰についてご
講話いただきました。
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二
泊
三
日
で
中
国
・
大
連
に
行
っ
て
き
ま
し

た
。
都
心
は
高
層
ビ
ル
が
立
ち
並
び
、
景
観
は
素

晴
ら
し
い
も
の
で
し
た
が
、
度
肝
を
抜
か
れ
た
の

が
、
空
港
か
ら
ホ
テ
ル
に
向
か
う
道
中
、
横
断
歩

道
の
な
い
と
こ
ろ
、
か
つ
、
車
は
通
常
の
ス
ピ
ー

ド
で
走
る
バ
イ
パ
ス
の
車
道
に
、
横
断
し
よ
う
と

す
る
人
が
い
る
こ
と
で
し
た
。
日
本
で
は
ま
ず
あ

り
得
な
い
こ
と
で
あ
り
、
文
化
の
違
い
に
衝
撃
を

受
け
ま
し
た
。（
ガ
イ
ド
の
方
に
聞
い
た
話
に
よ

る
と
、
日
本
で
は
「
歩
行
者
優
先
」
な
ど
と
言
う

が
、
中
国
で
は
「
勇
気
優
先
」
だ
そ
う
で
す
。）

二
日
目
は
、
今
回
の
旅
の
目
的
で
あ
る
司
馬
遼

太
郎
著
の
「
坂
の
上
の
雲
」
の
舞
台
と
な
っ
て
い

る
旅
順
を
観
光
し
ま
し
た
。
小
説
で
読
ん
だ
、
旅

順
港
、
東
鶏
冠
山
、
二
〇
三
高
地
、
水
師
営
会
見

所
な
ど
を
実
際
に
目
の
当
た
り
に
す
る
と
、
圧
倒

的
に
不
利
な
日
本
軍
は
こ
ん
な
場
所
で
戦
い
よ
く

勝
利
し
た
な
、
と
い
う
お
ど
ろ
き
を
感
じ
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

特
筆
し
た
い
の
が
、
二
〇
三
高
地
に
あ
っ
た

二
〇
三
高
地
を
紹
介
す
る
看
板
の
言
葉
で
す
。

「
二
〇
三
高
地
は
一
九
〇
四
年
の
日
露
戦
争
の

主
要
戦
場
の
一
つ
で
あ
る
。
日
露
両
軍
は
こ
の
高

地
を
争
奪
す
る
た
め
、
激
し
い
強
い
争
い
を
し
、

結
果
、
ロ
シ
ア
軍
側
で
は
死
傷
者
は
五
〇
〇
〇
名

余
り
、
日
本
軍
側
で
は
死
傷
者
は
一
〇
〇
〇
〇
名

余
り
に
達
し
た
。
戦
後
、
日
本
第
三
軍
司
令
官
で

あ
る
乃
木
希
典
は
戦
争
で
命
を
な
く
し
た
兵
士
を

記
念
す
る
た
め
、
砲
弾
の
残
片
で
こ
の
高
さ
十
．

三
メ
ー
ト
ル
の
砲
弾
状
の
慰
霊
塔
を
建
て
、
爾
霊

山
と
い
う
三
文
字
を
揮
毫
し
た
。
今
は
、
こ
の
爾

霊
山
は
す
で
に
日
本
軍
国
主
義
に
よ
る
対
外
侵
略

の
罪
の
証
拠
と
恥
の
柱
と
な
っ
た
。」
と
あ
り
ま

す
。
同
じ
く
激
し
い
戦
い
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
鶏

冠
山
で
も
、
戦
後
に
日
本
は
ロ
シ
ア
軍
に
対
し
敬

意
を
表
し
、
わ
ざ
わ
ざ
日
本
で
作
成
し
た
慰
霊
塔

を
ロ
シ
ア
軍
の
司
令
官
の
た
め
に
建
て
た
り
し
て

お
り
、
相
手
を
敬
う
心
を
持
っ
て
い
ま
す
。
上
記

の
二
〇
三
高
地
に
あ
る
紹
介
文
は
、
中
国
の
方
が

作
成
さ
れ
た
と
思
う
の
で
す
が
、
最
後
の
一
文
に

は
大
変
遺
憾
で
あ
る
と
断
ぜ
ざ
る
を
得
な
い
も
の

で
し
た
。

三
日
間
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
中
国
で
の
生
活

で
中
国
人
の
方
と
触
れ
合
う
に
あ
た
り
、
痛
感
し

た
の
は
、
日
本
は
素
晴
ら
し
い
国
だ
、
と
い
う
こ

と
で
し
た
。
冒
頭
に
触
れ
た
車
道
を
横
断
す
る
人

も
そ
う
で
す
が
、
働
く
人
達
の
姿
勢
な
ど
に
も
中

国
の
方
の
行
動
は
、
ど
う
し
て
も
私
に
は
理
解
で

き
な
い
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
さ
に
「
他
を
知

り
己
を
知
る
」
機
会
と
な
り
ま
し
た
。
街
並
み
な

ど
現
在
進
行
形
で
発
展
し
て
い
る
中
国
で
す
が
、

文
化
的
に
も
発
展
し
て
ほ
し
い
こ
と
を
祈
り
つ

つ
、
今
後
も
注
視
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

歴
史
を
学
ぶ 

大
連



弊社では、自然災害等によりオ
フィスの機能に被害が生じた場合
を想定したＢＣＰ（事業継続計
画）の検討・策定に取り組んでい
ます。
具体的には
（１） 想定される災害が発生して

も、被災を最小限にとどめ
るよう予めリスクの回避、
低減、移転及び保有の対応策を講じる。

（２） 想定される災害発生時に、従業員の人命の確保
と負傷の回避を図る。

（３） 万一被災しても、従業員の雇用の確保が図られ
る仕組みを作る。

（４） 万一被災しても、商品の供給を維持し、継続し
た取引先との関係を構築するとともに、最終顧
客への商品提供を途絶えさせない。

（５） 事業中断にも、影響を受けない事業継続意識の
高い企業体質の形成に繋げる。

以上５項目を軸に、よりお客様に信頼していただける
会社を目指しています。
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株式会社ぎじろくセンターＢＣＰ 

事業継続計画 

暫定版Ｈ23.10 月

株式会社ぎじろくセンター 

■ 文書分類：社外秘扱い文書 

■ 発行日：2011 年 10 月 7 日 

■ 改訂：バージョン 0.1 

ＢＣＰ（事業継続計画）

題字
フジマグループ藤麻功会長
写真…沖縄県東村

中
学
生
職
場
体
験

地
域
の
皆
様
へ
の
貢
献
の
一
貫
と
し
て
、
職

場
体
験
の
受
け
入
れ
を
し
て
い
ま
す
。

職
場
体
験
で
は
業
務
だ
け
で
な
く
、
挨
拶
の

し
か
た
か
ら
指
導
し
て
い
ま
す
。

指
導
を
す
る
と
、
社
員
が
生
徒
さ
ん
か
ら
教

え
て
い
た
だ
く
事
も
あ
り
、
両
者
に
と
っ
て

貴
重
な
経
験
で
す
。

二
日
間
の
体
験
で
す
が
、
生
徒
さ
ん
に
は
朝

礼
が
一
番
印
象
に
残
っ
て
い
る
よ
う
で
、
学

校
で
の
報
告
発
表
も
「
朝
礼
」
が
半
分
以
上

し
め
て
い
る
と
か
…
。

制
作
デ
ザ
イ
ン
課
で
は
、
業
務
で
使
用
す
る

ソ
フ
ト
を
使
っ
て
、
名
刺
の
作
成
を
し
て
も

ら
い
ま
し
た
。
ど
う
説
明
す
れ
ば
分
か
り
や

す
い
か
悩
み
、
教
え
る
事
の
難
し
さ
を
感
じ

ま
し
た
。

今
回
の
体
験
で
自
分
の
や
り
た
い
事
が
明

確
に
な
り
、
進
路
を
決
め
る
上
で
の
判
断
材

料
と
な
れ
ば
嬉
し
く
思
い
ま
す
。 表紙の説明
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社
風
造
人

　
ぎ
じ
ろ
く
セ
ン
タ
ー
の
社
是
が
、「
社
風
造
人
」

に
決
定
し
ま
し
た
。

　
社
風
造
人
と
は
、
良
い
社
風
が
良
い
人
を
つ
く
る

と
い
う
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
良
い
社
風
と
一
口
に
言
っ
て
も
、
人
そ
れ
ぞ
れ
思

い
や
考
え
方
は
少
し
ず
つ
違
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
。

ど
の
考
え
方
も
間
違
い
で
は
な
い
の
か
も
知
れ
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
社
員
そ
れ
ぞ
れ
が
違
う
考
え
を
持
っ

て
、
バ
ラ
バ
ラ
に
行
動
し
て
い
た
の
で
は
、
な
か
な

か
前
に
進
ま
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
社
是
と
共
に
、
社
員
と
し
て
の
心
が
け
も
、
一
緒

に
つ
く
ら
れ
ま
し
た
。

　
社
是
を
旗
印
に
、
社
員
と
し
て
の
心
が
け
に
沿
っ

て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
考
え
る
良
い
社
風
に
な
る
よ
う

に
、
足
並
み
を
そ
ろ
え
て
行
動
す
れ
ば
、
き
っ
と
良

い
社
風
が
生
ま
れ
る
と
思
い
ま
す
。

　
人
は
、
与
え
ら
れ
た
環
境
に
よ
っ
て
、
考
え
方
も

行
動
も
変
わ
っ
て
き
ま
す
。
自
己
中
心
的
な
考
え
方

を
持
っ
た
環
境
の
中
に
い
れ
ば
、
自
己
中
心
的
な
人

に
な
る
で
し
ょ
う
し
、
思
い
や
り
を
持
っ
た
環
境
の

中
に
い
れ
ば
思
い
や
り
を
待
っ
た
人
に
な
り
ま
す
。

　
社
員
全
員
が
つ
く
っ
て
い
く
社
風
の
中
で
、
お
互

い
に
切
磋
琢
磨
し
て
自
己
の
成
長
に
繋
げ
、
今
ま
で

以
上
に
、
良
い
製
品
と
サ
ー
ビ
ス
を
お
客
様
に
ご
提

供
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。


